
６ 本時の授業

（１）目標 耕地の整備前と整備後の写真を見比べる活動を通して、一枚の田んぼを広くしたり四角く

することで、効率の良い米づくりができることがわかる （社会的な思考）。

（２）本時の構想

① 「自ら学び取る」ための本時における手だて

まず耕地整備前と後の写真を提示し、整備前と整備後の違いに気づかせる。写真を見て気づいたこ

とを出し合いながら、本時の学習問題を作りたい （仮説１に対する手だて）次に、班ごとに「消し。

」 、 。ゴムトラクターを動かす という具体物を使った作業を通して 耕地整備をするよさに気づかせたい

グループごとに体験活動を通して気づいたことを発表前にノートにまとめさせる（仮説２に対する手

だて）

② 個々の児童への手立て（特にＣ規準の子どもに対しての具体的な手立て）

・写真を黒板前に集まって見るときに、周りの児童と自由に話をさせる。友だちと気軽に話をするこ

とで、様々な情報を得て「自分もそう思うな」と自信をつけさせる。

・田んぼの形を描いた画用紙の上で「消しゴムトラクター」を動かすという具体的な作業で、耕地整

備をすることのよさを体験的に気づかせる。

・班ごとに役割を決めて自由に話しながら米づくりのシュミレーションをすることで、いろいろな考

えを自分の中に取り込み、学習問題に対する自分なりの考えを持つことができるようにする。

（３）展開

学習の流れと予想される子どもの表れ 留意点

【書く】整備前と整備後で違う最上町の耕地整備の写真を見て 思ったこと・はてな？ を書こう、 。

部分に着目した気づきから、学

習問題を作る。なぜ広くするか なぜ四角くするか 道がまっすぐ

田んぼを大きくて四角くするのには、何かよさがあるのだろうか？

真っすぐだと途中で 田が狭いと機械を使 四角い形だと田の

曲がらなくていい。 いにくい 隅々までできる。

各班ごとに整備前、整備後の田

を用意し（画用紙 、農業用機械）

に見立てた消しゴムを動かして機械を動かすためだけだろうか？ 田んぼに出入りするものは、他

考える。に何がありますか？

各班ごとに「上水 「下水 「軽上 水 下 水 農薬 軽トラ 人（ ） 」 」

トラ 「人」などの役割を決め、」

画用紙上でシュミレーションし

ながら引き続き考える。資料集考えたことやわかったことをノートにまとめよう。

を見ることも勧める。

四角い形だと田の隅 機械を田まで早く運 人やトラックが通

【書く】書くことで自分の考え々まで綺麗にできる ぶことができる。 りやすい。

を確かなものにする。

米がたくさんできる 水が流れやすい 時間がかからない

。米の生産を高めるために、田の形を整え、区画を広げて、水路や農 時間があればビデオを視聴する

道の整備しているのだな。

【評価】

広くて四角な田んぼする

ことのよさに気づくこと

ができる （思考）。


